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　新型コロナウイルス感染症（COVID⊖19）の世界に
おける感染者は 1 億 1,000 万人を超えました。わが国
でもようやく一部でワクチン接種が始まりましたが，
依然として収束の目途は立っていないのが現状です（3
月 1 日現在）。
　COVID⊖19 の症状として，肺炎や味覚・嗅覚障害が
まず挙げられますが，筋骨格系の「痛み」も主要な症
状であることは意外と知られていません。海外の報告
では，COVID⊖19 患者の 47％が初期の段階で「痛み」
を主訴としており，そのうち 69％が筋痛・関節痛，
44％が背部痛，33％が腰痛だったとしています　1）。
COVID⊖19 に伴う痛みの原因には，過剰な炎症反応に
伴うクレアチンキナーゼ（CK）や乳酸脱水素酵素

（LDH）の上昇，さらには末梢血管における塞栓など
が関与しているとされます　2）。
　一方，COVID⊖19 は，既存の運動器疾患の増悪をも
引き起こしています。COVID⊖19 パンデミックによ
り，変形性膝関節症・股関節症の患者の VAS と
WOMAC スコアが増大したことや　3），成人における腰
痛頻度が 38％から 44％に増加したことが報告されて
います　4）。これらの背景として，ロックダウンやテレ
ワークによる活動性の低下，すなわち運動不足が挙げ
られています。そしていずれの論文も異口同音に自宅
あるいは医療機関でのエクササイズの必要性を強調し
ています。
　当然，わが国においても同様の現象が起きているこ
とは想像に難くありません。整形外科は，COVID⊖19
自体の治療においては主役ではありませんが，
COVID⊖19 により直接的あるいは間接的に引き起こさ
れている運動器障害とそれに起因する痛みの治療と予

防に主体的に関与していく必要があります。そして，
その主軸となるのが「運動療法」だといえます。
　本号の特集は，矢吹省司教授のご企画による「整形
外科疾患の運動療法―最近の進歩」です。運動による
鎮痛メカニズムや筋・骨に及ぼす影響，さらには腰
痛・膝痛・ロコモ・サルコペニアなど種々の病態に対
する運動療法の理論と実際について，最新の情報が満
載されています。整形外科疾患の治療のみならず，コ
ロナ禍により低下した運動機能や体力回復のための指
導・啓発にも役立つものと思います。
　ウィズコロナの時代はまだまだ続くものと思われま
すが，その先のアフターコロナの時代においても，整
形外科は，国民そして日本を再び元気にする医療分野
として，ますます重要な役割を担っていくものと思い
ます。
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